
 
平成 22 年８月 27 日 

各 位 
会社名       愛知時計電機株式会社 
代表者名      取締役社長 鈴木 登 
（コード番号 7723 東証・名証 第一部） 

問い合わせ先  常務取締役管理統括本部長 
 小野田 晋也 

（TEL 052-661-5151） 
 

不適切な会計処理の判明について 

 

このたび、愛知時計電機株式会社（取締役社長：鈴木 登、本社：名古屋市熱田区。以下、当

社）札幌支店の計装分野（＊）において、不適切な会計処理が行なわれていたことが判明いたし

ました。現時点における調査の状況および今後の当社の対応方針について、下記のとおりご報告

いたします。 

＊計装分野の概要については、当資料末に掲載しました参考資料をご参照ください。 

 

株主および取引先をはじめ関係者の皆様には、多大なご迷惑とご心配をおかけいたしますこと

を、深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

１． 不適切な会計処理が判明した経緯 

平成 22 年５月の会計監査で、札幌支店副支店長（札幌支店の計装責任者）より長期滞留債権の

回収計画が提出されましたが、予定期日になっても入金されませんでした。そのため、本社で回

収計画のフォローを行っていたところ、８月５日に札幌支店の計装分野における債権回収につい

て、副支店長本人より、架空の売上高の計上を行っていたため同分野の債権が回収できない旨の

回答があり、当社内において直ちに調査を開始いたしました。 

その結果、平成 10 年度頃から本年度にわたって、副支店長本人による不適切な会計処理が行な

われていたことが判明いたしました。 

 

２． 現時点で把握している不適切な会計処理の概要 

当社がこれまでの社内調査により把握している不適切な会計処理の概要は以下のとおりです。 

札幌支店の計装分野において、架空の売上を計上しておりました。また、その中の一部の取引

については、架空売上の売掛金を回収するため、架空の仕入を計上し、1～2社を経由して販売先

からの入金を偽装しておりました。 

なお、不適切な会計処理の具体的な手法については、現在も引き続き調査中です。 

 

３． 業績に与える影響について 

このたび判明した不適切な会計処理による影響額は、現時点では累計金額で約 14 億円の損失と

なりますが、今後の調査によって変動する可能性があります。 



過去の事業年度ごとの決算に与える影響額については、現在調査中であります。当該影響額に

ついては、把握でき次第、過年度の決算短信および有価証券報告書等の訂正の要否、内容および

時期と合わせて、速やかに開示する予定です。 

 

４． 今後の対応について 

当社は、今回の事態の発生を真摯に受け止めており、８月 17 日に、当社取締役社長 鈴木登を

委員長とする社内調査委員会を設置いたしました。社内調査委員会は、本件取引の事実関係、影

響額および責任の所在等を調査するとともに、全社的にも不適切な会計処理がないかどうか調査

し、再発防止策の提案を行います。 

また、当該社内調査に関する公正中立な第三者による検証および独自の調査を行うべく、外部

調査委員会についても設置する予定です。 

各調査委員会の調査結果については、すみやかに開示いたします。 

 

今回ご報告いたしました不適切な会計処理につきまして、株主および取引先をはじめ関係者の

皆様には多大なご迷惑とご心配をおかけいたしますことを、重ねて深くお詫び申し上げます。今

後は、全容解明とともに、再発防止の徹底を図り、全役職員が一丸となって信頼回復に努めて参

ります。 

 

以 上 

 

【参考資料】 

愛知時計電機株式会社概要 

1.資本金 23 億 4 千万円 

2.所在地 名古屋市熱田区千年一丁目 2番 70 号 

3.従業員数 1,401 名（2010 年 3 月 31 日現在－連結） 

4.代表者 取締役社長 鈴木 登 

5.売上高 365 億 9 千 9百万円（2010 年 3 月期－連結） 

6.事業内容 計測器関連事業（ガス関連機器、水道関連機器、民需センサー・システム、計装）

及び特機関連事業の製造・販売 

 

計装分野概要 

1.事業内容 官需市場向け各種流量計並びに計測・監視・制御システム等の製造及び販売 

2.売上高 46 億 2 千 4百万円 

3.構成比 12.7％ 

 


